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The main subject compiled the summary of three papers about five dialogues of Ryotaro Shiba ― “The Japanese 
and Japanese culture”, “The will to the Japanese”, “Think about the Japanese”, “Think about the history”, “The 
faces of Japanese” ―.  The study method classified direct references of Shiba in “Time distinction”, “Ttem 
distinction” and investigated it.  
I has given “Times subdivision” as one of the characteristics of historical view of Shiba in a precedent study. We 
understand that he finely divides the history, politics and the times into case distinction, person distinction and 
times in others of “Bright Meiji, Dark Showa” from the document of the summary. After all, I thought that Shiba 
recognizes the history as “a point” not “a line” and the connection of the “point” concerning “length” not the plane 
“side”. Therefore, there are only “winners” and “heroes”, and not the general “common people”. And I think that 
he liked “bravely ferocious samurai” and “common people” as its original form of which has fallen into the 
contradiction that cannot be compatible.  
In the history and the politics, there is the submission of the problem based on an objective judgment but little 
suggestion of a solution or new thought in there. But we must appreciate that he calls for the acuteness of land 
problems of the capitalism and suggest “a land deposit system” and practiced it by himself. After all Shiba is not 
only a historian but also a thinker. I cannot but say that he was “Only superior documentarist” knowing a lot of 
about the history. 
In the reality recognition, it is thought that he was “an idealist of the pessimistic inclination”. This is something 
like "Sense of the vanity of life in the Buddhism" so that suggests it by himself, and it may be said deeply associate 
with his historical view point. .So he felt pessimistic sense of the vanity of life for the history and heroes and might 
always look forward to new heroes. 
Finally I think that the tendency that the character of his work is recognized “as a new person in the works not a 
person in the history” among Japanese people should be studied through an individual work theory. 
 
Key words : 「司馬遼太郎の対談集」－ “Dialogues of Ryotaro Shiba”. 「司馬史観」－ “The SHIBA's 
viewpoint of history”, 「歴史細分化」*－ “ The historical subdivision” 
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区分 書名 発行所 発行年初刊 対談者
 『日本人と日本文化』 中公文庫  ドナルド・キーン
 『歴史を考える』 文春文庫  萩原延寿・山崎正和・網淵謙錠
 『日本人を考える』 文春文庫  梅棹忠夫・犬養道子、他 人
 『日本人の顔』 朝日文庫  江崎玲於奈・黒田寿郎、他 人
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国 際 関 係

朝 鮮

①
渤
海
国
は
ツ
ン
グ
ー
ス
系
民
族
の
国
家
で
あ
る
。

S

!
②
朝
鮮
は
中
国
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
政
治
・
文
学
で
あ
る
。
S

!

③
百
済
は
中
国
の
六
朝
文
化
の
影
響
を
受
け
た
。

S

!

①
朝
鮮
人
に
は
、
一
族
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
特
別
な
原
理
を
も
っ
て
い
る
。
S

!

②
朝
鮮
は
、
ミ
ニ
中
国
で
あ
る
。
S


!
③
朝
鮮
の
姓
名
が
中
国
式
に
な
っ
た
の
は
、
政
府
の
思
惑
の
た
め
で
あ
る
。
S


!
④
漢
文
の
読
み
方
も
シ
ナ
音
で
読
ん
だ
か
ら
、
朝
鮮
の
民
族
言
語
に
よ
る
文
化
と
い
う
も
の
が
発
達
し
な
く
て
、
日
本
の
室
町
期
に
な
っ
て
、
や
っ
と
『
春
香
伝
』
が
出
て
く
る
。
S


!
①
朝
鮮
人
は
政
治
的
論
理
を
つ
く
る
こ
と
で
は
優
れ
た
能
力
を
盛
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
建
て
前
主
義
で
あ
る
。
だ
か
ら
日
本
人
の
よ
う
に
ク
ル
ク
ル
と
変
わ
ら
な
い
し
、
変
れ
な
い
。
S

!

①
も
し
朝
鮮
半
島
と
い
う
、
東
ア
ジ
ア
の
古
く
か
ら
の
文
明
が
半
島
の
形
で
北
九
州
に
接
し
て
い
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
長
く
未
開
の
時
代
が
続
い
た
ろ
う
。
S

!

②
朝
鮮
船
が
漂
着
し
た
と
い
う
の
は
、
面
白
い
言
い
方
だ
し
、
日
本
史
の
中
で
ま
だ
光
の
あ
た
っ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
。
S


!
③
ど
う
い
う
わ
け
だ
か
、
百
済
は
、
六
朝
と
の
接
触
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
S


!
④
日
本
で
鉄
が
国
産
化
、
大
量
生
産
に
な
っ
た
の
は
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
で
、
そ
れ
ま
で
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
輸
入
で
あ
る
。
S


!
⑤
朝
鮮
の
普
通
の
家
庭
の
食
器
、
そ
の
他
雑
器
が
、
焼
き
物
か
ら
金
属
器
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
高
麗
青
磁
か
ら
李
朝
白
磁
へ
急
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
心
理
が
底
に
働
い
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
S


!
①
朝
鮮
と
の
貿
易
は
、
決
し
て
清
国
貿
易
や
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
よ
り
劣
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。

S

!

②
朝
鮮
は
亡
ん
だ
中
華
、
明
の
唯
一
の
後
継
者
だ
か
ら
「
小
」
を
つ
け
て
自
ら
小
華
と
呼
ん
だ
。
S


!
③
朝
鮮
の
葬
式
の
服
装
を
平
安
時
代
の
菅
原
道
真
と
か
光
源
氏
が
強
装
束
で
着
て
い
た
。

S

!

④
異
国
人
は
高
麗
人
と
決
め
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
。
S


!
⑤
韓
国
人
と
付
き
合
っ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
る
。
一
番
近
い
隣
人
で
す
か
ら
、
若
い
人
も
ぜ
ひ
韓
国
人
の
い
い
友
た
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
S


!
中 国

①
中
国
は
、
地
上
に
生
え
た
も
の
、
地
上
に
動
い
て
い
る
も
の
、
目
に
見
え
る
も
の
、
食
べ
る
も
の
が
で
き
る
も
の
し
か
認
め
な
い
。
S

!

①
い
ま
の
中
国
人
は
、
日
本
人
を
こ
わ
が
っ
て
は
い
な
い
。
論
理
が
一
応
通
っ
て
い
る
か
ら
。
し
か
し
、
そ
の
論
理
が
消
え
て
行
動
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
を
、
や
は
り
警
戒
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
S

!

②
中
国
の
皇
帝
は
天
下
に
一
人
で
他
国
は
蕃
国
だ
と
い
う
中
国
的
な
秩
序
感
覚
は
、
当
時
の
世
界
常
識
で
、
そ
れ
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
関
係
な
い
。
S




!
①
昔
か
ら
日
本
は
、
中
国
の
現
実
を
理
解
す
る
と
い
う
関
心
の
示
し
方
を
せ
ず
、
あ
る
部
分
を
理
想
化
し
、
尊
敬
し
っ
放
し
で
き
た
。
S


!
②
中
国
人
の
ほ
う
が
現
実
的
な
く
せ
に
、
反
面
、
民
族
共
通
の
一
理
念
に
対
し
て
ひ
ど
く
充
実
で
あ
る
。

S

!

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
武
」
で
、
中
国
は
「
文
」
で
あ
る
。
S


!
④
日
本
人
は
古
来
貧
乏
で
、
個
人
の
財
布
を
は
た
い
て
も
、
中
国
風
の
礼
な
ど
は
と
て
も
つ
く
せ
な
い
。

S

!

①
中
国
も
朝
鮮
も
半
乾
燥
地
帯
で
、
樹
木
の
復
元
力
が
少
な
い
、
日
本
の
よ
う
な
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
比
べ
れ
ば
。
S

!

①
日
本
は
、
中
国
に
対
し
て
常
に
贖
罪
意
識
が
働
く
。
S

!

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